
在宅医療 支援サービス
「クラウドクリニック」事業
クラウド技術を活用したアウトソースサービスによる
在宅医療の負担軽減と潜在医療職女性の有効活用

株式会社クラウドクリニック



私たちの
抱える課題



社会的課題：高齢化・医療費増大・2025年問題
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厚生労働省「人口動態統計」及び「人口統計資料集」より推定

推定実績



最後を迎えたい場所は、自宅。
これを支えるのが在宅医療

(出典)厚生労働省「人口動態統計」、
内閣府「高齢者の健康に関する意識調査」より
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在宅医療とは、
自分が一番落ち着ける場所で
最後を迎えるための医療



在宅支援診療所は増加も、
半数以上は受け持ち患者が非常に少ない状況。
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私たちの
目指す世界



クラウドクリニックのサービス
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ビジネスモデルクラウドクリニックのビジネスモデル



女性の活躍推進医師の負担軽減
・医師の過重労働
・医師の事務作業の負担
・在宅医療に詳しいスタッフ不足

・資格や経験を活かしたい
・少しの時間なら働きたい
・ワークライフバランス重視
・キャリア形成をしたい

医療職女性の活用在宅医療の課題

サービスのキーポイント



福岡オペレーションセンター
のメンバー

介護事務
介護中



利用しやすい価格プランで、契約先医療機関拡大中

• 患者1人、カルテ1枚からでも依頼可能
• 在宅医療に習熟したスタッフによる業務支援
• 小さい範囲で入って徐々に担当業務を増やすスタイル

クラウドクリニックサービス価格

今まで支援先医療機関を通して担当した患者数 3,500人超



今後の予定

短期(~3年) 中長期（5年〜）

人員・
体制

技術・
製品

• オペレーションセンターの
直接雇用人材を引き続き拡大

• サービス販売協力代理店体制、
他社との業務提携推進

• AIを活用したカルテ入力音声
依頼〜自動テキスト化のための
自社サービス開発

• 他社サービス（電子カルテ等）
との連動開発

• 複数オペレーションセンターの
構築

• 在宅ワーク体制の構築と在宅
スタッフの積極活用

• クラウド型在宅専用電子カルテの
自社資産化

• 医療情報を利用した新たな
ビッグデータビジネスの模索

2025年には、シェア10％、10万人の患者さんをサポート



株式会社クラウドクリニック

〒105-0011 東京都港区芝公園2－2－22芝公園ビル7階
ＴEL：03-6264-7577   FAX:03-6264-7578

http://cloudclinic.jp/
Mail:info@cloudclinic.jp
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